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市
が
ま
ち
な
か
観
光
の
拠
点
施
設

と
し
て
整
備
を
進
め
て
き
た
「
平
成

大
野
屋
」
の
二
階
蔵
が
四
月
二
十
八

日
、
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
木
造
瓦

葺ぶ

き
二
階
建
て
の
建
物
で
、
延
べ
床

面
積
一
四
四
・
九
八
平
方
㍍
。
総
事

業
費
は
五
千
三
百
六
十
万
円
で
す
。

　

一
階
は
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
二
階
は

展
示
室
と
し
て
活
用
し
、〝
大
野
の

魅
力
〞
を
発
信
し
ま
す
。

　

二
階
蔵
の
概
要
と
活
用
方
法
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

「
昭
和
初
期
の
朝
市
」
模
型
で
再
現

DN

UP

１階体験コーナー

２階展示室

吹抜
入
り
口

「昭和初期の七間朝市」
ジオラマ展示

たたみ
コーナー
たたみ
コーナー

二階蔵平面図
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ま
ち
な
か
観
光
拠
点
施
設
「
平
成
大
野
屋
」

【
洋
館
１
階
・
二
階
蔵
】

　

開
館
時
間

　
　

総
合
観
光
案
内　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　

は
い
か
ら
茶
屋
・
特
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　
　

二
階
蔵　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　

※
体
験
コ
ー
ナ
ー
は
午
後
４
時
ま
で

　

休
館
日　

12
月
30
日
〜
１
月
２
日

　

※
は
い
か
ら
茶
屋
、
二
階
蔵
は
毎
週
火
曜
日
定
休

　

入
場
料　

無
料

　

※
二
階
蔵
体
験
コ
ー
ナ
ー
は
材
料
費
が
必
要

【
洋
館
２
階
・
平
蔵
】

　

利
用
方
法　

 

㈱
平
成
大
野
屋
に
申
請

　

利
用
料　

市
公
共
施
設
使
用
料
徴
収
条
例
に
よ
る

申
込
・
問
合
せ
先　

㈱
平
成
大
野
屋
（
☎
69
・
９
２
０
０
）

　

〒
９
１
２
ー
０
０
８
１
大
野
市
元
町
１
ー
２

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.h-onoya.co.jp/

こぶし通り

歴史民俗資料館
産業文化展示館
　図　書　館

大野市役所

武家屋敷

旧内山家

ポケットパーク

有終会館

朝倉義景墓所

御清水

御清水会館

消防署

有終西小学校

八間通り

六間通り

本
町
通
り

二
番
通
り

三
番
通
り

四
番
通
り

五
番
通
り

Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｗ.Ｃ

Ｗ.Ｃ

Ｗ.Ｃ

Ｗ.Ｃ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

七間朝市七間朝市七間朝市

郷土歴史館

Ｗ.Ｃ

●裁判所

●法務局
●税務署

●田村家

明倫館碑

洋学館碑

●
郵便局

グラウンド

Ｗ.Ｃ

Ｗ.Ｃ

Ｗ.Ｃ

Ｗ.Ｃ

石とうろう通り

七間通り（石畳の道）

Ｗ.Ｃ

平成大野屋

N

平成大野屋・二階蔵オープン
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今
回
整
備
し
た
二
階
蔵
は
、
明
治
二
十

年
ご
ろ
大
七
銀
行
の
担
保
蔵
と
し
て
建
て

ら
れ
た
も
の
で
す
。
洋
館
と
並
ん
で
平
成

十
年
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
幕
末
の
藩
店
「
大
野
屋
」
の
存

在
し
た
場
所
で
あ
り
、
ま
ち
な
か
観
光

ル
ー
ト
上
に
存
在
す
る
こ
と
か
ら
洋
館
、

平
蔵
と
合
わ
せ
「
ま
ち
な
か
観
光
拠
点
施

設
」
と
し
て
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

一
階
は
約
二
十
五
畳
の
広
さ
を
利
用
し

て
、
だ
れ
で
も
簡
単
に
、
材
料
費
の
み
の

負
担
で
利
用
で
き
る
体
験
工
房
と
し
て
整

備
し
ま
し
た
。
折
り
紙
を
使
っ
た
紙
飛
行

機
や
動
く
お
も
ち
ゃ
、
木
の
葉
を
用
い
た

動
物
な
ど
を
制
作
す
る
こ
と
が
で
き
、
自

分
で
作
っ
た
作
品
を
持
っ
て
帰
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
二
階
蔵
の
管
理
運
営
を
行
う
株

式
会
社
平
成
大
野
屋
に
専
任
ス
タ
ッ
フ
を

配
置
し
、
運
営
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も

積
極
的
に
参
加
を
呼
び
掛
け
な
が
ら
、
市

民
は
も
ち
ろ
ん
、
ま
ち
な
か
遠
足
な
ど
で

訪
れ
た
観
光
客
が
気
軽
に
体
験
で
き
る
体

制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
内
で
創
作
活
動
を
行
っ
て

い
る
個
人
や
団
体
に
対
し
て
会
場
の
一
部

を
提
供
。
作
品
発
表
の
場
と
し
て
活
用
し

な
が
ら
、
メ
ン
バ
ー
自
ら
が
参
加
し
て
創

作
体
験
指
導
を
し
て
も
ら
う
こ
と
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

二
階
へ
続
く
階
段
を
上
が
る
と
、
横
幅

約
七
㍍
、
約
百
四
十
体
の
人
物
模
型
を
用

い
て
制
作
し
た
ジ
オ
ラ
マ
が
展
示
し
て
あ

り
ま
す
。

　

ジ
オ
ラ
マ
と
は
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
人
物

や
物
、
背
景
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
、
あ
る

場
面
を
立
体
的
に
表
現
し
た
模
型
の
こ
と

で
す
。

　

牛
馬
を
引
き
な
が
ら
朝
市
に
品
物
を
運

ぶ
姿
や
紙
芝
居
に
群
が
る
子
ど
も
た
ち
な

ど
、
懐
か
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
場
面
を
は

じ
め
、
商
店
の
前
で
花
や
野
菜
な
ど
を
売

る
と
い
っ
た
今
と
変
わ
ら
な
い
通
り
の
様

子
ま
で
、
忠
実
に
再
現
し
て
い
ま
す
。

　

ジ
オ
ラ
マ
を
制
作
し
た
水
野
政
雄
さ
ん

は
「
実
際
の
朝
市
や
資
料
を
見
な
が
ら
制

作
し
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
前
の
朝
市
は
市

民
に
と
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大

切
な
場
。
朝
市
の
持
つ
伝
統
や
市
民
の
心

  

二
階
蔵
の
概
要

  

１
階
は
体
験
コ
ー
ナ
ー

  

模
型「
昭
和
初
期
の
朝
市
」を
展
示

完成した二階蔵

ジオラマを制作した
水野政雄さん（画家・造形作家）プロフィル

1938年　岐阜県郡上郡八幡町生まれ

　　　　（現郡上市八幡町）

1961年　多摩美術大学油絵科を卒業。その後、

高校の美術講師などを経て、創作活

動に専念する

1990年　八幡町に水野政雄心の森ミュージア

ム「遊童館」オープン。自らも創作

指導にあたる

1999年　当市で初めて創作指導を実施

2004年　市制50周年記念事業「おおの子ども

サマーフェスタ」で指導

　現在は絵画、切り絵、自然の造形作品など

多方面で活動中



（５）2005.5  広報おおの

豊
か
な
様
子
な
ど
を
通
し
て
、
今
の
子
ど

も
た
ち
の
〝
思
い
や
り
〞
を
育
て
て
い
け

れ
ば
」
と
作
品
へ
の
思
い
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
朝
市
を
舞
台
に
大
野

弁
で
会
話
す
る
お
ば
ち
ゃ
ん
ら
の
声
を
流

し
た
り
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
水
野
さ
ん
の

木
ぼ
っ
く
り
人
形
や
絵
な
ど
を
配
置
し
た

り
と
、
訪
れ
た
人
を
飽
き
さ
せ
な
い
工
夫

を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
水
野
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
水

舟
を
二
階
蔵
入
り
口
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

水
舟
は
、
谷
や
川
か
ら
水
を
取
り
、
い

く
つ
か
の
段
に
分
け
て
利
用
す
る
昔
な
が

ら
の
貯
水
槽
で
す
。
上
は
飲
食
用
、
下
は

食
器
や
野
菜
な
ど
を
洗
う
た
め
に
利
用
さ

れ
る
も
の
で
、
水
野
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
郡

上
市
に
は
、
今
も
至
る
と
こ
ろ
に
水
舟
が

存
在
し
て
い
ま
す
。

　

湧わ

き
水
が
豊
富
な
大
野
市
と
郡
上
市
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
水
舟
が
、
訪
れ
る
人
た
ち

を
癒
や
し
て
く
れ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
福
井
豪
雨
や
ク
マ
の
出
没
に

よ
っ
て
大
野
市
を
訪
れ
る
観
光
客
が
減
少

し
ま
し
た
。
主
要
道
が
通
行
止
め
に
な
っ

た
郊
外
の
観
光
地
や
、
越
前
大
野
城
、
武

家
屋
敷
旧
内
山
家
な
ど
ま
ち
な
か
で
の
減

少
が
目
立
ち
、
前
年
比
一
六
・
九
㌫
減
の

七
十
五
万
六
千
ニ
百
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
「
ま
ち

な
か
遠
足
誘
致
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
。
昨

年
度
は
約
二
千
六
百
人
の
児
童
、
生
徒
が

大
野
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
三
年
目
の
今
年

は
、
県
内
の
小
中
学
校
は
も
ち
ろ
ん
、
石

川
県
や
岐
阜
県
な
ど
バ
ス
で
日
帰
り
で
き

る
学
校
に
ま
で
対
象
を
拡
大
。
観
光
協
会

や
土
産
品
協
会
と
連
携
し
、
特
産
品
を
安

く
販
売
す
る
企
画
な
ど
を
実
施
し
な
が

ら
、さ
ら
に
事
業
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
大
野
屋
は
、
散
策
マ
ッ
プ
を
手
に

ま
ち
な
か
を
歩
く
子
ど
も
た
ち
や
観
光
客

が
集
い
、
市
民
と
交
流
で
き
る
拠
点
と
し

て
、大
野
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

商
工
観
光
課
観
光
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
３
３
）

  

入
り
口
に
「
水
舟
」
設
置

  

ま
ち
な
か
観
光
の
現
状
と

　
　
　
　
　
　

拠
点
施
設
の
役
割

「木ぼっくり人形」

「水舟」

まちなか遠足

水野先生（右端）から創作指導を受ける関さん、
川田さん、松田さん、高柳さんの 4人（右から）

　4人は、体験コーナーで活動する「二階蔵運
営支援ボランティア」の立ち上げに協力してく
れたメンバーです。水野先生から受けた創作の
コツを忘れないため、個別に勉強会を開くなど、
積極的に準備を進めてきました。
　「折り紙や木の葉を使った創作は、子どもが
簡単に作ってすぐ遊べるので、親子で参加して
ほしいですね。微力でも、手作りの大切さを伝
えられれば」と皆さん。
　ボランティアに興味がある人は、事務局の平
成大野屋まで問い合わせください。

『手作りの大切さ伝えたい』
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■
部
長
級

【
市
長
部
局
】
▼
総
務
部
長
・
松
田
勉
▼

建
設
部
長
・
広
瀬
広
一

【
教
育
委
員
会
】
▼
教
育
委
員
会
事
務
局

長
・
前
幸
雄

【
議
会
事
務
局
】
▼
議
会
事
務
局
長
・
谷

脇
一
治

■
課
長
級

【
市
長
部
局
】
▼
総
務
部
▽
企
画
課
長

（
兼
）
合
併
準
備
室
長
（
兼
）
大
野
市
・

和
泉
村
合
併
協
議
会
事
務
従
事
・
江
波
庄

進
▽
財
政
課
長
・
羽
田
年
也
▽
税
務
課

長
・
篠
原
孝
康
▽
情
報
広
報
課
長
・
島
田

健
一
▽
契
約
検
査
課
長
・
巻
寄
富
美
男
▼

市
民
福
祉
部
▽
市
民
課
長
・
廣
瀬
吉
隆
▽

福
祉
課
長
・
宮
下
真
一
▼
産
業
経
済
部
▽

農
政
課
長
・
石
田
光
義
▼
建
設
部
▽
建
設

課
長
・
辻
忠
信
▽
都
市
整
備
課
長
・
寺
西

重
朗

ま
し
た
。
ま
た
、
幹
線
道
路
対
策
課
を
廃

止
し
建
設
課
内
に
幹
線
道
路
係
を
設
置
、

引
き
続
き
中
部
縦
貫
自
動
車
道
な
ど
の
事

業
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

検
査
監
理
課
を
契
約
検
査
課
に
改
称
し

業
務
委
託
や
物
品
の
検
収
を
行
い
ま
す
。

　

十
一
月
七
日
の
和
泉
村
と
の
合
併
に
向

け
て
市
町
村
合
併
対
策
室
を
合
併
準
備
室

に
改
称
し
ま
し
た
。

　

四
月
か
ら
市
役
所
の
機
構
を
一
部
改
革

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
革
は
、
行
政
改
革
を
一
層
推

進
す
る
た
め
、
簡
素
な
行
財
政
運
営
を
基

本
に
行
い
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
市
総
合
計
画
後
期
計
画

の
策
定
や
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

行
う
た
め
、
秘
書
政
策
課
を
廃
止
し
企
画

課
を
新
設
、
秘
書
係
を
総
務
課
内
に
置
き

　

四
月
一
日
付
で
、
総
数
百
三
十
人
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た

（
退
職
者
十
一
人
含
む
）。

　

今
回
の
異
動
は
、
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
策
定
や
行
政

評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
事
業
な
ど
の
円
滑

な
推
進
を
図
る
た
め
、
重
点
的
な
人
員
配
置
を
行
い
ま
し
た
。

　

内
訳
は
、
部
長
級
四
人
、
課
長
級
十
三
人
、
課
長
補
佐
級
二
十

五
人
、
係
長
級
二
十
八
人
、
主
査
級
十
三
人
、
一
般
職
員
三
十
人
、

業
務
職
員
六
人
で
、
う
ち
七
人
を
新
採
用
し
ま
し
た
。

機
構
を
一
部
改
革

市
の
人
事
異
動

大野市行政機構図（平成17年4月1日現在）

※機構図の太字は、今回の改革で
変わったところです。変わらな
かった部署は省略してあります

市長 助役 総務部

　

市民福祉部

産業経済部

建設部

総務課

　
企画課
　

　 合併準備室

税務課

　
契約検査課

財政課

情報広報課

　
建設課

都市整備課

上水道課

下水道課

秘書係

職員係

行政係

企画政策係
市民協働係
合併係

市民税係

資産税係

納税係
契約係
検査係

管理係

道路係

河川係

幹線道路係
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【
会
計
課
長
】
澤
田
み
ち
代

【
教
育
委
員
会
】
▽
庶
務
課
長
・
大
藤
喜

代
治

【
監
査
委
員
事
務
局
】
▽
監
査
委
員
事
務

局
長
・
岸
山
厚

■
課
長
補
佐
級

【
市
長
部
局
】
▼
総
務
部
▽
総
務
課
課
長

補
佐
（
秘
書
担
当
）
秘
書
係
長
事
務
取

扱
・
西
川
千
鶴
代
▽
総
務
課
課
長
補
佐

（
職
員
・
行
政
担
当
）・
金
子
正
義
▽
企
画

課
課
長
補
佐
市
民
協
働
係
長
事
務
取
扱

（
兼
）合
併
準
備
室
次
長
（
兼
）大
野
市
・

和
泉
村
合
併
協
議
会
事
務
従
事
・
山
元
信

子
▽
税
務
課
課
長
補
佐
資
産
税
係
長
事
務

取
扱
・
田
中
一
郎
▽
情
報
広
報
課
課
長
補

佐
広
報
広
聴
係
長
事
務
取
扱
・
櫻
井
早
苗

▽
契
約
検
査
課
課
長
補
佐
契
約
係
長
事
務

取
扱
・
南
和
弘
▼
市
民
福
祉
部
▽
市
民
課

課
長
補
佐
・
寺
本
広
子
▽
保
健
衛
生
課
課

長
補
佐
（
兼
）
保
健
セ
ン
タ
ー
次
長
・
国

枝
勢
津
子
▽
福
祉
課
課
長
補
佐
（
社
会
・

児
童
福
祉
担
当
）
児
童
福
祉
係
長
事
務
取

扱
・
田
中
雄
一
郎
▽
福
祉
課
課
長
補
佐

（
高
齢
福
祉
担
当
）・
井
川
鋭
子
▽
荒
島

保
育
園
長
・
松
田
佳
子
▼
産
業
経
済
部
▽

農
政
課
課
長
補
佐
（
兼
）
農
業
委
員
会
事

務
局
次
長
・
東
方
嘉
浩
▽
林
野
耕
地
課
課

長
補
佐
・
宮
越
剛
生
▽
商
工
観
光
課
課
長

補
佐
・
齊
藤
嘉
代
▼
建
設
部
▽
建
設
課
課

長
補
佐
管
理
係
長
事
務
取
扱
・
佐

子
重
夫
▽
上
水
道
課
課
長
補
佐
・

四
方
一
人

【
会
計
課
課
長
補
佐
会
計
係
長
事

務
取
扱
】
米
津
源
一

【
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
】
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
次
長
・
平

瀬
照
夫

【
教
育
委
員
会
】
▽
庶
務
課
課
長

補
佐
施
設
係
長
事
務
取
扱
・
木
戸

口
正
和
▽
社
会
教
育
課
課
長
補
佐

社
会
教
育
係
長
事
務
取
扱
・
岸
山

静
江
▽
小
山
公
民
館
長
・
佐
々
木

巖
▽
上
庄
公
民
館
長
・
穴
田
吉
晴

▽
小
山
幼
稚
園
教
頭
・
出
村
初
枝

▽
富
田
幼
稚
園
教
頭
・
辻
久
美
子

【
大
野
市
公
共
施
設
管
理
公
社
へ

五
箇
公
民
館
長
・
本
多
充
▽
阪
谷
公
民
館

長
・
小
松
功
英
▽
乾
側
幼
稚
園
教
頭
・
榊

原
雪
江
▽
上
庄
幼
稚
園
教
頭
・
松
田
ゆ
り

子
▼
県
教
育
委
員
会
へ
派
遣
・
山
川
龍
一

■
新
採
用

【
市
長
部
局
】
▼
総
務
部
▽
企
画
課

（
兼
）
合
併
準
備
室
（
兼
）
大
野
市
・
和

泉
村
合
併
協
議
会
事
務
従
事
・
石
山
志
保

▽
税
務
課
・
小
野
田
陽
▽
税
務
課
・
木
下

喜
美
子
▼
市
民
福
祉
部
▽
市
民
課
・
亀
岡

有
紀
▽
福
祉
課
・
辻
映
至
▼
建
設
部
▽
建

設
課
・
遍
照
誓
応

【
教
育
委
員
会
】
庶
務
課
・
雨
山
直
人

■
嘱
託
員
（
新
任
）

▽
児
童
館
館
長
・
山
内
武
雄
▽
本
願
清
水

イ
ト
ヨ
の
里
副
館
長
・
長
谷
川
幸
治

■
退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

【
一
般
職
】
▽
廣
瀬
円
信
（
総
務
部
長
）

▽
山
内
武
雄
（
監
査
委
員
事
務
局
長
）
▽

松
山
禎
子
（
会
計
課
長
）
▽
石
塚
多
鶴
子

（
福
祉
課
課
長
補
佐
）
▽
小
倉
敬
一
（
福

祉
課
課
長
補
佐
）
▽
上
田
て
る
み
（
保
健

衛
生
課
主
任
保
健
師
）
▽
宮
本
淳
（
庶
務

課
）

【
業
務
職
】
▽
西
村
明
（
上
庄
小
学
校
）

▽
和
歌
正
幸
（
清
掃
管
理
室
）
▽
帰
山
ひ

で
子
（
有
終
東
小
学
校
）
▽
齊
藤
幸
子

（
森
目
小
学
校
）

派
遣
】
小
川
市
右
ヱ
門

■
係
長
級

【
市
長
部
局
】
▼
総
務
部
▽
企
画
課
企
画

政
策
係
長
（
兼
）
合
併
準
備
室
合
併
係
長

（
兼
）
大
野
市
・
和
泉
村
合
併
協
議
会
事

務
従
事
・
真
田
正
幸
▽
財
政
課
財
政
係

長
・
吉
田
克
弥
▽
税
務
課
納
税
係
長
・
山

田
靖
子
▽
情
報
広
報
課
情
報
管
理
係
長
・

吉
田
陽
▽
契
約
検
査
課
検
査
係
長
・
阿
部

継
一
▼
市
民
福
祉
部
▽
市
民
課
国
保
年
金

係
長
・
笠
松
健
男
▽
生
活
環
境
課
環
境
保

全
係
長
・
竹
嶋
能
治
▽
保
健
衛
生
課
保
健

衛
生
係
長
・
猪
嶋
久
枝
▽
保
健
衛
生
課
指

導
保
健
師
・
山
吉
尚
美
▽
福
祉
課
社
会
福

祉
係
長
・
田
原
祐
子
▼
産
業
経
済
部
▽
農

政
課
農
業
振
興
係
長
・
横
井
一
博
▽
林
野

耕
地
課
整
備
係
長
・
清
水
悦
朗
▽
商
工
観

光
課
商
工
労
政
係
長
・
松
本
邦
章
▽
商
工

観
光
課
観
光
係
長
・
加
藤
正
幸
▼
建
設
部

▽
建
設
課
河
川
係
長
・
斉
藤
清
英
▽
建
設

課
幹
線
道
路
係
長
・
前
田
伸
治
▽
都
市
整

備
課
計
画
係
長
・
村
上
一
幸
▽
上
水
道
課

管
理
係
長
・
岸
田
尚
悟
▽
下
水
道
課
管
理

普
及
係
長
・
加
藤
嘉
一
▽
下
水
道
課
公
共

下
水
道
係
長
・
林
広
二
郎

【
議
会
事
務
局
】
▽
議
会
事
務
局
庶
務
係

長
・
田
中
裕
美
子

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】
農
業
委
員
会
事

務
局
係
長
・
横
田
晃
弘

【
教
育
委
員
会
】
▽
学
校
教
育
課
指
導
係

長
・
齊
藤
孝
実
▽
富
田
公
民
館
長
（
兼
）

新採用職員に辞令交付



　

四
月
一
日
、
児
童
福
祉
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
児
童
に
関
す
る
相
談
や
虐
待
な

ど
の
通
告
（
連
絡
）
先
が
市
町
村
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
人

や
、
「
も
し
か
し
て
虐
待
？
」
と
思
わ
れ

る
子
ど
も
を
発
見
し
た
と
き
は
、
福
祉
課

や
市
児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成

メ
ン
バ
ー
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
幼
稚
園
や
学
校
、
保
育
所
な
ど
の

児
童
福
祉
施
設
に
は
、
虐
待
を
発
見
し
た

と
き
の
通
告
義
務
の
ほ
か
、
子
ど
も
や
保

護
者
に
対
し
、
虐
待
防
止
に
向
け
た
教
育

や
啓
発
に
努
め
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し

た
。

関
係
団
体
と
連
携

　

市
で
は
昨
年
、
虐
待
対
策
を
話
し
合
う

「
大
野
市
児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
主
任
児
童
委
員
を
は

じ
め
、
学
校
関
係
者
や
警
察
な
ど
十
三
人

の
委
員
で
構
成
。
虐
待
防
止
の
た
め
の
啓

発
活
動
や
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
地

域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
守
る
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

必
要
な
「
地
域
の
目
」

　

虐
待
は
、
家
庭
と
い
う
密
室
で
行
わ
れ

る
た
め
、
外
部
か
ら
発
見
す
る
こ
と
が
難

し
く
、
子
ど
も
は
逃
げ
た
り
救
い
を
求
め

た
り
す
る
こ
と
が
困
難
で
す
。

　

地
域
に
住
む
皆
さ
ん
が
、
あ
い
さ
つ
な

ど
声
掛
け
を
通
し
て
積
極
的
に
関
わ
る
こ

と
は
、
子
育
て
に
悩
む
親
や
虐
待
に
苦
し

む
子
ど
も
に
と
っ
て
大
変
重
要
で
す
。

　

虐
待
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
。
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

相
談
・
問
合
せ
先　

福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
７
６
）

2005.5  広報おおの（８）

児童虐待防止ネットワーク会議

※専門部会では、構成メンバーの中からその事
　例に関係ある機関が集まり、対策を講じます

大野市児童虐待
　　　　　防止ネットワーク
　【構成メンバー】
　主任児童委員
　市小中学校校長会
　市幼稚園
　市保育園園長（公立）
　市保育園園長（民間）
　子育て支援センター
　市児童センター
　市内児童養護施設
　県総合福祉相談所
　奥越健康福祉センター
　大野警察署
　市教育委員会学校教育課
　市教育委員会社会教育課
　【会議内容】
　虐待防止の啓発活動や意見交換、
実際にあった虐待事例の検討など

大 野 市 の 援 助 体 制

相談・通告窓口

・大野市役所福祉課児童福祉係
（☎66・1111内線476）

・奥越健康福祉センター（☎66・2076）
・県総合福祉相談所

専門部会

虐待を受
けた児童

県総合福祉相談所
（☎0776・24・5138）

通
告・

相
談

招
集

連携

入
院・

保
護

緊急通告

随時

児
童
へ
の
虐
待
防
止
・
早
期
発
見
に
向
け

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正

・本人（児童、子育てに悩む親やその家族）
・地域住民
・ネットワーク構成団体　など
※相談や通告した人の情報は守られます。
　調査の結果、虐待の事実が無くても罰せ
　られることはありません
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　今月は、生誕200年を迎えたハンス・クリス
チャン・アンデルセンの作品集を紹介します。
　デンマークの童話作家、アンデルセンは、30
歳から67歳の間に150編以上の童話を作りま
した。
　アンデルセン童話は、世界中で親しまれてい
ます。日本になじみが深い作品も多く、大人か
ら子どもまであらゆる年代層に読み継がれ、楽
しまれています。
　その中でも代表的な『おやゆび姫』『みにく
いアヒルの子』『人魚姫』『マッチ売りの少女』
など、13編の作品がこの1冊におさめられてい
ます。

　

新

着

図

書

【
一
般
小
説
】

反
自
殺
ク
ラ
ブ
（
石
田
衣
良
）
夜
の
ピ

ク
ニ
ッ
ク
（
恩
田
陸
）
高
札
の
顔
（
澤

田
ふ
じ
子
）
末
世
炎
上
（
諸
田
玲
子
）

地
下
の
国
の
ア
リ
ス
（
ル
イ
ス
・
キ
ャ

ロ
ル
）
夜
夢
（
柴
田
よ
し
き
）

【
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
】

何
が
あ
っ
て
も
大
丈
夫（
櫻
井
よ
し
こ
）

お
札
に
な
っ
た
偉
人
（
童
門
冬
二
）
オ

ニ
バ
バ
化
す
る
女
た
ち（
三
砂
ち
づ
る
）

地
球
月
光
浴
（
石
川
賢
治
）
ピ
ー
コ
と

サ
ワ
コ
（
ピ
ー
コ　

阿
川
佐
和
子
）
ば

っ
て
ん
生
き
と
っ
と
！
（
福
山
敦
子
）

【
児
童
図
書
】

雲
の
大
研
究
（
岩
槻
秀
明
）
び
っ
く
り

ギ
ョ
！
ぎ
ょ
！
魚
！
（
山
崎
浩
二
）
五

色
百
人
一
首
で
あ
そ
ぼ
う
！
（
小
宮
孝

之
）
き
ょ
う
は
い
い
日
だ
ね
（
宮
川
ひ

ろ
）
父
さ
ん
、
ぼ
く
面
倒
み
き
れ
ま
せ

ん
。
（
柚
木
真
理
）
裁
判
と
ふ
し
ぎ
な

ね
こ
（
手
島
悠
介
）

【
絵
本
】

あ
ま
の
じ
ゃ
く
な
か
え
る（
イ
サ
ン
ベ
）

つ
み
き
で
と
ん
と
ん
（
竹
下
文
子
）
じ

い
じ
の
さ
く
ら
山
（
松
成
真
理
子
）
き

み
ど
こ
へ
ゆ
く
の
？
（
ア
リ
ス
・
テ
グ

ネ
ー
ル
）

　

そ
の
他
、五
百
十
六
冊
入
り
ま
し
た
。

大畑末吉訳　岩波書店刊

『アンデルセン　
　　　　　童話選』

　

さ
わ
や
か
な
五
月
の
空
気
を
、
よ
り

一
層
お
い
し
く
味
わ
う
た
め
に
、
禁
煙

を
始
め
ま
せ
ん
か
？

　

禁
煙
で
き
な
い
の
は
意
志
が
弱
い
か

ら
で
は
な
く
、
た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
ニ

コ
チ
ン
に
依
存
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

重
度
の
ニ
コ
チ
ン
依
存
が
あ
る
人
も

禁
煙
で
き
、
禁
断
症
状
を
軽
く
す
る
た

め
の
薬
を
紹
介
し
ま
す
。

●
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム

　

ガ
ム
タ
イ
プ
の
薬
で
、
口
の
粘
膜

か
ら
ニ
コ
チ
ン
を
体
内
に
吸
収
し
ま

す
。
薬
局
で
購
入
で
き
、
一
分
間
に

十
五
回
程
度
ゆ
っ
く
り
か
む
こ
と
が

必
要
で
す
。

●
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ

　

パ
ッ
チ
を
張
る
タ
イ
プ
の
薬
で
、

皮
膚
か
ら
ニ
コ
チ
ン
を
吸
収
し
ま
す
。

医
師
の
処
方
が
必
要
で
、
二
〜
四
週

間
程
度
張
り
続
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

こ
れ
ら
の
薬
は
、
た
ば
こ
以
外
か
ら

ニ
コ
チ
ン
を
体
内
に
補
給
し
、
ニ
コ
チ

ン
の
量
を
少
し
ず
つ
減
ら
し
て
ニ
コ
チ

ン
の
な
い
状
態
に
慣
ら
し
て
い
く
も
の

で
す
。

　

正
し
い
使
い
方
を
す
れ
ば
安
全
な
薬

で
す
が
、
使
い
始
め
た
ら
た
ば
こ
は
厳

禁
で
す
。
特
に
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
を
張

っ
た
状
態
で
た
ば
こ
を
吸
う
と
、
急
性

ニ
コ
チ
ン
中
毒
症
や
心
筋
梗
塞
、
脳
梗

塞
を
引
き
起
こ
す
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

保
健
衛
生
課
も
あ
な
た
の
禁
煙
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。気
軽
に
相
談
下
さ
い
。

　健康おおの21
　今月のキャッチフレーズ

「たばこのけむり　　　　　
　　　すわない人も不健康」

禁
煙
サ
ポ
ー
ト
薬
い
ろ
い
ろ

ニコチンガム（1回1個使用）
　1日にたばこを吸う本数が
　・20本以下の人なら　 1日4～6個
　・21本～30本の人なら1日6～9個
　・31本以上の人なら　 1日9～12個
　※1分間に15回程度ゆっくりかむ
　※本数はガムを使い始めた時の目安
ニコチンパッチ（1日1枚使用）
　1日にたばこを吸う本数が多い人ほ
ど大きなパッチ使用。医師の処方が必
要です。
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Ｇ
Ａ
は
社
会
人
軟
式
野
球

チ
ー
ム
で
す
。
平
成
十
二
年

四
月
、
同
い
年
の
野
球
経
験

者
が
集
ま
り
、
全
国
大
会
出

場
を
目
標
に
チ
ー
ム
を
結

成
。
現
在
、
十
六
人
の
メ
ン

バ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

「
Ｇ
Ａ
は
投
手
が
主
体
の

チ
ー
ム
で
す
。
雨
塚
正
一
と

服
部
洋
祐
の
制
球
力
の
良
い

ピ
ッ
チ
ン
グ
が
最
大
の
武

器
。
ワ
ン
チ
ャ
ン
ス
を
生
か

し
て
先
取
点
を
取
り
、
最
後
ま
で

一
点
を
守
り
切
る
の
が
必
勝
パ
タ

ー
ン
で
す
。
試
合
は
い
つ
も
一
点

勝
負
、
逆
転
勝
ち
や
逆
転
負
け
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
」
と
監
督

の
高
田
龍
佳
さ
ん
。

　

攻
撃
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

る
た
め
、
練
習
で
は
実
戦
形
式
の

打
撃
練
習
が
中
心
。
人
が
投
げ
る

〝
生
き
た
球
〞
を
打
つ
こ
と
に
力

を
入
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

昨
年
十
月
に
開
か
れ
た
東
日
本

大
会
（
二
部
）
の
県
予
選
で
、
見

事
初
優
勝
。
今
月
、
山
形
県
で
開

か
れ
る
本
大
会
へ
の
出
場
を
決
め

ま
し
た
。

　

県
予
選
で
は
、
決
勝
戦
以
外
の

す
べ
て
が
一
〜
二
点
差
の
接
戦
。

中
で
も
一
回
戦
は
九
回
二
ア
ウ
ト

ま
で
両
チ
ー
ム
と
も
無
得
点
。
最

後
の
打
者
が
内
野
安
打
を
放
ち
、

二
塁
ラ
ン
ナ
ー
が
ホ
ー
ム
イ
ン
す

る
劇
的
な
幕
切
れ
で
勝
利
を
つ
か

み
ま
し
た
。
捕
手
の
熊
野
祥

次
さ
ん
は
「
ま
さ
か
優
勝
で

き
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
驚
き
ま
し
た
。
ピ
ッ

チ
ャ
ー
の
頑
張
り
と
チ
ー
ム

の
勢
い
が
、
優
勝
に
つ
な
が

っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
」
と

振
り
返
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
会
の
本
選
は
、

今
月
二
十
七
日
か
ら
三
十
日

ま
で
、
四
日
間
の
日
程
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
出
場
す
る
二

十
九
チ
ー
ム
は
、
各
地
の
予

選
を
勝
ち
抜
い
た
強
豪
ぞ
ろ
い
で

す
。

　

雪
の
た
め
活
動
を
休
止
し
て
い

た
Ｇ
Ａ
も
、
四
月
か
ら
い
よ
い
よ

練
習
を
再
開
。
今
年
は
新
メ
ン
バ

ー
二
人
が
加
わ
り
、
戦
力
に
厚
み

が
増
し
ま
し
た
。

　

内
野
手
の
松
本
高
志
さ
ん
は

「
ま
ず
は
初
戦
突
破
が
目
標
。
初

出
場
だ
か
ら
と
い
っ
て
気
後
れ
す

る
こ
と
な
く
、
楽
し
く
プ
レ
ー
し

た
い
で
す
」
と
元
気
に
意
気
込
み

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

Ｇ
Ａ
で
は
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
人
は
高
田
さ
ん
（
☎
０
９
０
・

８
７
０
２
・
２
４
０
７
）
ま
で
。

（10）

市
民
の
ペ
ー
ジ

●
あ
な
た
も
紙
面
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
希
望
す
る
人
は
、
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で

　

☎
０
７
７
９
・
６
６
・
１
１
１
１
（
内
線
４
４
１
）

軟
式
野
球
東
日
本
大
会
へ
初
出
場

Ｇ
ジー

Ａ
エー
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城
地　

啓
吾
さ
ん

　

学
校
で
勉
強
し
た
り
、
友
達
と

遊
ん
だ
り
す
る
の
が
楽
し
み
。
家

で
は
い
つ
も
お
兄
ち
ゃ
ん
と
「
金

色
の
ガ
ッ
シ
ュ
」
ご
っ
こ
を
し
て

遊
ん
で
い
ま
す
。
僕
が
ガ
ッ
シ
ュ

役
で
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が
清
麿
（
き

よ
ま
ろ
）
役
。
皿
洗
い
と
か
買
い

物
と
か
、
お
母
さ
ん
の
お
手
伝
い

も
し
て
い
ま
す
。
大
き
く
な
っ
た

ら
警
察
官
に
な
り
た
い
で
す
。

し
み
で
す
。
好
き
な
こ
と
は
縄
跳

び
。今
は
お
父
さ
ん
と
一
緒
に「
前

ケ
ン
ケ
ン
跳
び
」
の
練
習
を
し
て

い
ま
す
。
ピ
ー
マ
ン
が
苦
手
だ
け

ど
、
一
年
生
に
な
っ
た
か
ら
残
さ

な
い
で
食
べ
る
よ
う
に
し
た
い
で

す
。
大
き
く
な
っ
た
ら
看
護
師
さ

ん
に
な
っ
て
、
病
気
の
人
を
看
病

し
て
あ
げ
た
い
で
す
。

　　　指揮者を目指したきっかけは
　高校2年の時、チェリビダッケの指揮を見たの
がきっかけです。指揮者のカリスマ性と生の音の
迫力、音楽が生み出す人間の感情のうねりに、脳
天に電流が走るような衝撃を受けました。
　　　指揮をする上で心掛けていることは
　作曲家のメッセージやエネルギーをちゃんと伝
えることです。昔の人が作った曲が100年、200
年と残っているのは、それだけのパワーがあって
素晴らしいから。そういうものがちゃんと伝わる
ように心掛けています。
　　　指揮の魅力を教えてください
　聴衆とオーケストラが一体となって、同じ感動
を分かち合えたときが最高の瞬間です。両者が同
じように盛り上がって一体感が生まれることはめ
ったにありません。指揮者と演奏者のやりたいこ
とがばっちり合って、なおかつ作曲者のメッセー
ジが合致して、そういうときに初めて感動できる
音楽が生まれるんです。
　　　練習と本番で演奏が変わることもありますか
　ある程度の流れは練習で決まっていますが、音
楽には即興性があります。練習で突き詰めていく
部分と本番で生まれる部分があって、オリンピッ
クの本番でいきなり凄い記録が出ることがありま
すよね。音楽でもそういうことがあるんです。
　　　6月に演奏会が控えているそうですが
　今回指揮するスロヴァキア・フィルは、弦楽器
に独特の響きがあるオーケストラです。メーンで

ブラームスを演奏するんですが、あの弦でブラー
ムスを弾いたらすごく面白くなるだろうと期待し
ています。またピアニストのハイドシェックは個
性が強く、作曲家が乗り移ったかのような演奏が
魅力です。私にとっては、これまでの中でもかな
り重要な演奏会。今の力をすべて出し切り、お客
さんに何かを残せる指揮をしたいと思います。
※演奏会は6月24日㊎午後7時から、大阪市のフェ
　スティバルホールで開かれます。チケットの問
　い合わせは齊藤幸男さん（☎65・5234）まで

齊藤　一郎さん（36歳・東京都）

い
き
い
き
大
野
っ
子

は
っ

す

る

キ
ッ

ズ

（11）

「
聴
衆
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が　
　

　
　

一
体
に
な
っ
た
瞬
間
が
最
高
」

　齊藤さんは当市出身の指揮者です。平成9年
のデビュー以来、国内の主要オーケストラに客
演。6月には大阪市で、スロヴァキア・フィル
ハーモニー管弦楽団の演奏会を指揮します。

　

今
回
は
、
蕨
生
小
学
校
に
入
学
し
た
三
人
の
新
一
年
生
を
紹
介

し
ま
す
。
四
月
六
日
の
入
学
式
で
は
、
校
長
先
生
か
ら
の
お
祝
い

の
言
葉
を
、
背
筋
を
ピ
ン
と
伸
ば
し
て
、
目
を
パ
ッ
チ
リ
開
い
て

聞
い
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
ね
。

こ ん に ち は

山
崎　

洋
輝
さ
ん

　

ブ
ラ
ン
コ
で
遊
ぶ
の
が
大
好
き

で
す
。
城
地
啓
吾
君
と
は
、
荒
島

保
育
園
の
と
き
か
ら
の
仲
良
し
。

小
学
校
で
も
一
緒
に
な
れ
て
う
れ

し
い
で
す
。
大
き
く
な
っ
た
ら
消

防
士
に
な
り
た
い
。
か
っ
こ
い
い

消
防
車
に
乗
っ
て
、
み
ん
な
の
役

に
立
つ
仕
事
を
し
た
い
で
す
。
で

も
火
事
を
消
す
の
は
、
ち
ょ
っ
と

怖
い
で
す
。

三
島　

萌
華
さ
ん

　

学
校
の
勉
強
で
は
、
算
数
が
楽



参
加
料　

１
０
０
円
（
保
険
料
）

申
込
締
切
日　

５
月
20
日
㊎

申
込
・
問
合
せ
先　

市
民
課
国
保

　

年
金
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内

　

線
４
５
７
）

日
時　

６
月
５
日
㊐
午
後
３
時
〜

　

８
時

場
所　

東
湯
・
改
盛
湯
・
亀
山
湯
・

　

キ
ュ
ー
ピ
ー
湯
・
白
山
湯
・
日

　

乃
出
湯
（
50
音
順
）

問
合
せ
先　

市
民
課
国
保
年
金
係

　

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５

　

７
）

申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
、
運

　

転
免
許
証
、
障
害
者
手
帳
な
ど

申
請
期
限　

５
月
24
日
㊋

そ
の
他　

身
体
障
害
者
の
た
め
に

　

改
造
さ
れ
た
軽
自
動
車
に
つ
い

　

て
も
免
除
の
対
象
と
な
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先　

税
務
課
納
税

　

係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４

　

２
２
）

お
知
ら
せ

●
大
野
市
役
所
・
大
野
市
教
育
委
員
会　

☎
０
７
７
９
・
６
６
・
１
１
１
１

　

住
所　

〒
９
１
２
―
８
６
６
６　

福
井
県
大
野
市
天
神
町
１
―
１

募
集
団
地　

西
里
団
地
（
１
戸
）

規
格　

３
Ｋ
風
呂
無
・
ト
イ
レ
有

資
格　

一
定
の
収
入
基
準
以
内
で

　

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

家
賃　

月
額
６
６
０
０
円
〜
１
万

　

９
０
０
円

申
込
締
切
日　

５
月
23
日
㊊

そ
の
他　

特
定
公
共
賃
貸
住
宅（
中

　

挟
）、
東
二
番
・
西
二
番
町
家

　

住
宅
も
若
干
空
き
部
屋
あ
り

申
込
・
問
合
せ
先　

都
市
整
備
課

　

住
宅
緑
地
係
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
３
５
４
）

　

こ
れ
ま
で
奥
越
合
同
庁
舎
内
に

あ
っ
た
県
の
消
費
生
活
相
談
窓
口

を
市
役
所
内
に
移
転
し
ま
し
た
。

悪
質
商
法
や
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
専

門
職
員
が
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

開
設
日　

隔
週
金
曜
日
（
５
月
は

　

13
・
27
日
に
開
設
）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
午
後
０
時
15
分
〜
１
時
は
窓
口

　

を
閉
鎖
し
ま
す

場
所　

市
役
所

問
合
せ
先　

生
活
環
境
課
市
民
生

　

活
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線

　

４
６
４
）

期
間　

６
月
３
日
〜
７
月
29
日
の

　

隔
週
金
曜
日
（
計
５
回
）

時
間　

午
後
７
時
〜
８
時

場
所　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場

対
象　

市
内
在
住
の
人

定
員　

20
人

内
容　

音
楽
に
合
わ
せ
て
行
う
ス

　

ト
レ
ッ
チ
や
柔
軟
運
動

　

左
表
の
よ
う
な
障
害
を
持
つ
人

が
、
仕
事
や
通
院
な
ど
で
軽
自
動

車
（
二
輪
含
む
）
を
使
う
場
合
、

軽
自
動
車
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
免
除
さ

れ
ま
せ
ん
。

①
車
検
証
所
有
者
欄
の
使
用
者
氏

　

名
が
、
該
当
者
本
人
（
18
歳
未

　

満
の
場
合
は
生
計
を
同
じ
く
す

　

る
人
）
に
な
っ
て
い
な
い
と
き

②
す
で
に
普
通
自
動
車
税
な
ど
の

　

減
免
を
受
け
て
い
る
と
き

身　

体　

障　

害　

者

障害の区分 障害の等級
視覚障害 1～3級、4級の1
聴覚障害 2・3級
平衡機能障害 3級

音声機能障害 3級（喉頭摘出による機能障害が
ある場合に限る）

上肢不自由 1級、2級の1・2
下肢不自由 1～6級
体幹機能障害 1～3級、5級
乳幼児期以前
の非進行性脳
病変による運
動機能障害

上　肢
不自由

1・2級（1上肢のみに障害があ
る場合を除く）

下　肢
不自由 1～6級

心臓機能障害 1・3級
腎臓機能障害 1・3級
呼吸器機能障害 1・3級
ヒト免疫不全ウイルスに
よる免疫機能障害 1～3級

膀胱・小腸・直腸機能障害 1・3級
知的障害者 療育手帳（Ａ）
精神障害者 精神障害者福祉手帳1級

都
市
整
備
課

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

軽自動車の減免

日時　6月4日㊏午後1時30分～4時30分
内容　歯科検診・フッ素塗布
対象　3歳以上
場所　保健センター
参加料　無料
主催　大野市歯科医師会
問合せ先　保健センター
　　　　　　（☎65・7333）

歯の健康ひろば
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生
活
環
境
課

消
費
生
活

　
　

相
談
窓
口
を
移
転

市
民
課

リ
ズ
ム
体
操
教
室

軽自動車税の減免対象となる障害

※いずれも本人が運転する場合です。生計同一者および常時介護者が
　運転する場合は、対象となる等級が異なります

市
民
課

薬
草
風
呂
の
無
料
開
放



　

対
象　

昼
間
、
保
護
者
が
家
に

　
　

い
な
い
小
学
１
〜
３
年
生
の

　
　

児
童

　

内
容　

遊
び
を
中
心
と
し
た
学

　
　

童
保
育

　

利
用
料　

月
額
４
５
０
０
円

　
　

（
運
営
費
２
５
０
０
円
・
お

　
　

や
つ
代
２
０
０
０
円
）

　

申
込
方
法　

福
祉
課
、
各
児
童

　
　

セ
ン
タ
ー
、
さ
く
ら
ん
ぼ
幼

　
　

保
園
に
あ
る
申
込
書
に
て

●
児
童
セ
ン
タ
ー

　

開
館
時
間　

月
〜
金
曜
日
の
正

　
　

午
〜
午
後
６
時
（
土
曜
日
と

　
　

春
・
夏
休
み
期
間
中
は
、
午

　
　

前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時
）

　

休
館
日　

毎
週
日
曜
日
、
国
民

　
　

の
祝
日
、
12
月
29
日
〜
翌
年

　
　

の
１
月
３
日

問
合
せ
先　

福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
７

　

５
）

　

家
の
中
で
普
段
あ
ま
り
使
っ
て

い
な
い
部
屋
な
ど
を
、
お
年
寄
り

同
士
が
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
交
流

す
る
「
お
し
ゃ
べ
り
広
場
」
と
し

て
活
用
し
ま
せ
ん
か
。
月
に
２
回

程
度
、
場
所
を
提
供
し
て
く
だ
さ

る
人
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
数　

市
内
１
カ
所

内
容　

近
所
の
お
年
寄
り
な
ど
が

　

10
人
程
度
集
ま
り
、
お
茶
や
会

　

話
な
ど
を
楽
し
む

期
間　

平
成
17
年
７
月
〜
平
成
18

　

年
３
月

申
込
締
切
日　

５
月
31
日
㊋

そ
の
他　

部
屋
代
や
光
熱
費
な
ど

　

の
経
費
と
し
て
、
１
回
に
つ
き

　

３
千
円
を
助
成
し
ま
す
。
詳
し

　

い
運
用
基
準
な
ど
に
つ
い
て
は

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先　

福
祉
課
高
齢

　

福
祉
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内

　

線
４
８
２
）

●
ヘ
ン
プ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
講
座

　

日
時　

５
月
24
日
㊋
午
後
７
時
〜

　

内
容　

麻
の
ひ
も
を
使
っ
た
ブ

　
　

レ
ス
レ
ッ
ト
作
り

　

参
加
料　

１
０
０
０
円
〜
１
５

　
　

０
０
円
程
度

　

申
込
締
切
日　

５
月
20
日
㊎

●
た
べ
る
ス
ー
プ
作
り
教
室

　

日
時　

５
月
25
日
㊌
午
後
７
時

　
　

30
分
〜

　

内
容　

具
を
た
っ
ぷ
り
入
れ
た

　
　

栄
養
満
点
の
ス
ー
プ
作
り

　

参
加
料　

１
０
０
０
円

　

申
込
締
切
日　

５
月
18
日
㊌

場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員　

各
教
室
15
人
ず
つ

申
込
・
問
合
せ
先　

勤
労
青
少
年

　

ホ
ー
ム
（
☎
65
・
７
２
２
１
）

　

各
児
童
セ
ン
タ
ー
・
さ
く
ら
ん

ぼ
幼
保
園
で
、
放
課
後
に
小
学
校

低
学
年
の
児
童
を
預
か
る
「
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
」
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

日
時　

月
〜
金
曜
日
の
下
校
時

　
　

間
〜
午
後
５
時
（
希
望
者
は

　
　

午
後
６
時
ま
で
）

福
祉
課

あ
な
た
の
家
を

　
　

お
し
ゃ
べ
り
広
場
に

放課後児童クラブ

　市では、ごみの減量化に向け、資源
ごみの団体回収に補助金を交付してい
ます。捨てればごみ、生かせば資源。
限りある資源を有効に利用し、環境に
優しい生活を心掛けましょう。
対象団体　営利を目的としない市民団
　体（あらかじめ市に登録が必要）
対象品目　新聞・ダンボール・雑誌な
　どの古紙類
補助金額　1㌔当たり6円（この中から
　1～2円の引き取り料を、回収業者に
　支払う必要があります）
申請・問合せ先　生活環境課環境保全
　係（☎66・1111内線463）

　20歳代で、本人と配偶者それぞれの
所得が一定基準額以下の場合、申請に
より保険料の納付が猶予されます。
●制度の承認を受けている期間は、老
　齢基礎年金の受給要件期間に含まれ
　ますが、将来受け取る年金額には反
　映されません。満額の年金額に近づ
　けるために、10年以内であれば保険
　料を納付することができます（ただ
　し、2年以上経過後は一定額が加算
　されます）
●障害や死亡といった不慮の事態が生
　じたとき、その前々月以前の1年間
　に未納期間があると、障害基礎年金
　や遺族基礎年金を受け取れない場合
　があります。しかし制度の承認を受
　けている期間は未納扱いとはなりま
　せんので、万一のときも安心です。
申請・問合せ先　市民課国保年金係
　（☎66・1111内線456）

市 民 の う ご き
４月１日現在 前　月　比

世帯数 11,955世帯 －21世帯
人　口 39,214人 －96人

内訳
男 18,695人 －41人
女 20,519人 －55人

３月中
の異動

転入 149人 出生 16人
転出 222人 死亡 39人

資源ごみ回収補助

国民年金
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勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

各
種
教
室
参
加
者
募
集

西部児童センターで遊ぶ子どもたち

おしゃべり広場で談笑する皆さん



　市の大火記念日の４月８日、春季総合消防訓練が
文化会館で行われました。大野地区消防職員や消防
団員ら約350人が参加。県防災ヘリによる空中から
の救助訓練やポンプ車による一斉放水など、本番さ
ながらの訓練が繰り広げられました。

大火記念日に消防訓練

2005.5 広報おおの（14）

　市内の女性団体で構成する大野女性ネットワ
ークの学習会が、３月24日に有終会館で開かれ
ました。参加者が夫婦間のパートナーシップな
どについて意見交換を行い、男女が共に歩める
地域の姿を探りました。

女性ネットワークが意見交換会

　「第27回大野さくらまつり」が４月３日～18日にかけて開かれ
ました。メーンの９・10日には、有終公園でふるさと大使の委嘱
式やちびっ子太鼓の演奏などが行われ、大勢の家族連れらでにぎ
わいました。９日夕方からは、ぼんぼりと100個のあんどんに明
かりがともされ、会場は幻想的な雰囲気に包まれました。

さくらまつりにぎわう



（４月20日　篠座区）
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　４月12日、第27回ふれあいグリーンキャンペーンの
「緑の大使」を務める石坂直美さんらが当市を訪れ、ガ
クアジサイの苗木60本を寄贈しました。同キャンペー
ンは、福井トヨペットが「緑ゆたかに、ふれあう街を」
との願いを込めて毎年実施しているものです。

緑の大使が苗木60本

　着物姿でまちなか散策を楽しむイベント「き
ものｄｅ探検隊in桜の大野城下」が、４月９日
に開かれました。市内外から女性を中心に約40
人が参加。寺町や七間通り、御清水などを歩き、
昔ながらの城下町の風情を満喫しました。

着物姿で城下町散策

話題のひろば

　蕨生区と篠座区で、伝統芸能の神楽が奉納されま
した。天狗や獅子などにふんした区内の若者が、五
穀豊

ほう

穣
じょう

と無病息災を祈る舞を披露。笛や太鼓に合わ
せてユーモラスな掛け合いを演じ、境内に集まった
見物客の笑いを誘っていました。

豊作祈り伝統の舞

（４月10日　蕨生区）



　平成大野屋の二階蔵を特集しまし
た。初めて特集記事を担当すること
になり、資料集めや現場での写真撮
影などに四苦八苦の毎日。昨年参加
した研修でデザイン技法の先生から
教わった「本文はだれも読まない」
（本文は最低限のみに絞って、グラ
フや写真などを活用した広報紙づく
り）を念頭に作成しました。２階に
展示されている「昭和初期の七間朝
市」を再現したジオラマは圧巻。一
度足を運んでみては（林）

編集後記

　平成大野屋の二階蔵が完成しまし
た。洋館、平蔵を合わせた３施設は、
市が平成９年に大野織物工業協同組
合から購入し、まちなか観光の拠点
として整備を進めてきたものです。
総合観光案内をはじめ、郷土料理を
味わえるレストラン「はいから茶屋」
や、清酒、味噌など大野の特産品販
売を取り扱う洋館。イベントホール
として利用されている平蔵。そして
体験コーナーや展示室を備えた二階
蔵。今後、市民と観光客がともに集
い、交流できる新スポットとして、
３つの施設それぞれの魅力を生かし
た活用が期待されます。市民有志で
結成した「越前こぶし組」による人
力車も、ここを発着点に運行してい
ます。

　

今
、
食
べ
物
を
取
り

扱
う
お
店
や
産
地
に
直

接
注
文
し
て
、
欲
し
い

物
を
取
り
寄
せ
る
「
お

取
り
寄
せ
」
に
人
気
が

あ
る
よ
う
だ
。
▼
我
が

家
で
も
、
四
国
旅
行
で
夕
食
に
出
た
、
大
粒
ら

っ
き
ょ
う
の
ワ
イ
ン
漬
け
が
お
い
し
く
て
、
旅

館
に
尋
ね
た
ら
手
作
り
だ
と
言
う
。
無
理
を
言

っ
て
分
け
て
も
ら
い
、
そ
の
後
も
お
願
い
し
て

取
り
寄
せ
て
い
る
。
京
都
へ
旅
行
の
際
、
娘
の

土
産
に
買
っ
た
抹
茶
カ
ス
テ
ラ
が
大
変
気
に
入

り
、
お
店
に
電
話
し
て
取
り
寄
せ
て
い
る
。
友

人
宅
で
出
さ
れ
た
お
茶
う
け
の
あ
ら
れ
が
お
い

し
く
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
我
が

家
の
分
も
注
文
し
て
も
ら
っ
た
▼
そ
う
い
え
ば

　
「
お
で
ん
に
は
上
庄
の
サ
ト
イ
モ
が
絶
品
」
と

県
外
の
旅
行
者
に
賞
さ
れ
、
毎
年
送
っ
て
い
る

農
家
を
知
っ
て
い
る
。
先
日
も
雑
誌
に
〝
海
の

幸
、
山
の
幸
、
大
地
の
恵
み
が
大
集
合
、
こ
だ

わ
り
の
銘
品
を
お
取
り
寄
せ
〞
と
あ
り
、
ず
ら

り
並
ん
だ
銘
品
に
思
わ
ず
目
が
く
ぎ
付
け
に
な

っ
た
▼
産
地
直
送
の
通
信
販
売
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
利
用
、
輸
送
手
段
の
ス
ピ
ー
ド
化
が
さ

れ
た
こ
と
で
「
お
取
り
寄
せ
」
が
流
行
し
て
産

地
直
送
が
楽
し
め
る
▼
お
取
り
寄
せ
も
良
い
の

だ
が
、
愛
犬
と
散
歩
中
に
フ
キ
ノ
ト
ウ
を
見
つ

け
、
そ
の
日
の
夕
飯
に
天
ぷ
ら
に
。
ま
た
友
人

か
ら
朝
掘
り
の
タ
ケ
ノ
コ
を
頂
き
、
湯
が
い
て

煮
物
と
庭
か
ら
山さ
ん

椒し
ょ
うを
採
り
、
で
ん
が
く
に
し

て
食
卓
に
。
奥
越
の
〝
し
ゅ
ん
〞
を
味
わ
っ
て

い
る
。
七
日
、
八
日
に
は
毎
年
恒
例
の
「
山
菜

フ
ー
ド
ピ
ア
」
が
七
間
通
り
で
開
か
れ
る
。
山

菜
や
み
ず
み
ず
し
い
青
菜
が
並
ぶ
。
楽
し
み
で

あ
る
（
小
林
）

発
行　
福
井
県
大
野
市　
　
　
　
　
　
　

編
集　
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
☎
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）

　市が認定した、将来に残していきたいと思う、大野ら

しい建築物や自然などの景観を紹介します。

㉖

宝
慶
寺
（
宝
慶
寺
一
ー
二
）

　

国
道
１
５
８
号
か
ら
春
日
三
丁
目
交
差
点
を
南
へ

約
十
㌔
の
所
に
位
置
し
ま
す
。
約
七
百
年
前
、
寂
円

禅
師
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
曹
洞
宗
の
古
寺
。
開
山
堂

の
天
井
に
は
著
名
な
竜
の
高
彫
り
が
あ
り
ま
す
。

松
田
国
男
邸
（
森
目
八
ー
七
）

　

森
目
小
学
校
か
ら
西
へ
約
五
百
㍍
の
所
に
位
置
し

ま
す
。
石
垣
に
囲
ま
れ
た
広
い
敷
地
に
は
、
手
入
れ

の
行
き
届
い
た
土
蔵
や
大
き
な
樹
木
が
あ
り
、
伝
統

的
な
屋
敷
を
引
き
立
て
て
い
ま
す
。

表紙のことば
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